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戦
間
期
都
市
教
員
層
の
生
活
構
造

竹

村

英

樹

は
じ
め
に
1
映
画
に
描
か
れ
た
都
市
教
員
－

一
　
戦
間
期
の
都
市
教
員
層
の
家
計
構
造

二
　
都
市
教
員
層
の
形
成
・
展
開
と
生
活
変
動

お
わ
り
に
1
再
び
小
津
映
画
か
ら
ー

戦間期都市教員層の生活構造

　
　
　
　
　
　
　
　
は
じ
め
に
1
映
画
に
描
か
れ
た
都
市
教
員
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ド
ン

　
小
津
安
二
郎
監
督
の
映
画
『
出
来
ご
こ
ろ
』
（
昭
和
八
年
公
開
）
に
、
小
学
校
教
員
が
登
場
す
る
場
面
が
あ
る
。
『
出
来
ご
こ
ろ
』

（
井
上
、
二
〇
〇
三
”
四
四
九
ー
四
七
四
頁
）
は
、
い
わ
ゆ
る
「
喜
八
も
の
」
の
第
一
作
で
あ
り
、
代
表
作
で
も
あ
る
。
坂
本
武
が
演

ず
る
喜
八
は
ビ
ー
ル
工
場
の
労
働
者
で
、
突
貫
小
僧
が
演
ず
る
息
子
の
富
坊
（
富
夫
）
と
、
東
京
の
下
町
の
裏
店
に
暮
ら
し
て
い
る
。

そ
の
場
面
は
、
急
病
で
富
坊
が
入
院
し
た
病
室
に
、
級
長
を
伴
っ
た
担
任
教
師
が
見
舞
い
に
来
る
シ
ー
ン
で
あ
る
。
背
の
高
い
端
正

な
顔
立
ち
の
男
性
教
師
（
西
村
青
児
・
演
）
は
、
小
綺
麗
な
背
広
を
着
て
い
る
。
汚
い
病
室
に
い
る
身
な
り
も
さ
え
な
い
喜
八
と
病
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床
の
富
坊
の
親
子
と
、
こ
ざ
っ
ぱ
り
と
し
た
洋
服
の
級
長
と
教
師
の
対
比
は
、
労
働
者
階
級
（
階
層
）
と
新
中
間
層
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
を
表
現
し
て
い
る
。
一
九
三
〇
年
の
下
町
の
風
景
と
と
も
に
、
下
町
の
労
働
者
に
と
っ
て
、
小
学
校
教
員
が
こ
の
よ
う
に
「
文
化

的
に
異
な
る
存
在
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
の
点
か
ら
本
稿
を
ス
タ
ー
ト
し
て
み
た
い
。

　
東
京
の
深
川
亀
住
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
小
津
は
、
下
町
の
人
々
の
哀
歓
に
深
い
共
感
を
も
っ
て
、
「
喜
八
も
の
」
を
撮
っ
た
と
い

う
。
「
僕
は
深
川
生
ま
れ
で
、
喜
八
の
モ
デ
ル
に
な
る
よ
う
な
人
間
を
沢
山
知
っ
て
い
ま
し
て
」
と
小
津
は
回
想
し
て
い
る
（
井
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
マ

ニ
O
O
三
“
七
一
六
頁
）
。
「
病
室
で
の
見
舞
い
」
の
二
つ
の
前
の
場
面
に
戻
っ
て
み
よ
う
。
「
学
校
の
先
生
が
お
見
舞
い
に
い
ら
し
っ

た
よ
…
…
」
と
告
げ
ら
れ
た
喜
八
は
、
同
席
し
て
い
た
職
場
仲
間
に
「
学
校
の
大
将
は
苦
手
だ
」
「
お
前
、
い
い
様
に
や
っ
て
く
ん

な
よ
」
と
逃
げ
腰
で
あ
る
。
喜
八
は
教
師
嫌
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
教
師
と
の
対
応
は
喜
八
に
と
っ
て
緊
張
を
強
い
ら
れ
る

「
仕
事
」
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
廊
下
に
で
て
教
師
を
迎
え
、
恐
縮
し
き
っ
て
挨
拶
し
、
教
師
の
挨
拶
の
言
葉
に
も
「
へ
ど
も
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
ン

す
る
」
ば
か
り
の
対
応
が
描
か
れ
る
。
労
働
者
の
親
と
教
師
と
の
距
離
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
見
舞
い
場
面
の
後
半
で
は
、
教
師
と

の
会
話
を
軸
に
話
が
進
む
。
教
師
の
言
動
は
、
冷
た
く
は
な
い
が
、
感
情
は
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
。
教
師
の
丁
寧
な
言
葉
と
、
喜
八

の
下
町
言
葉
の
対
比
は
、
親
子
の
親
愛
の
情
を
強
調
す
る
効
果
を
ね
ら
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
労
働
者
か
ら
み
た
教
師
は
、

身
な
り
が
小
綺
麗
で
、
言
葉
づ
か
い
は
丁
寧
で
、
自
分
と
は
距
離
の
あ
る
存
在
で
あ
り
、
そ
の
距
離
か
ら
来
る
あ
る
種
の
「
有
難

さ
」
が
尊
敬
の
源
泉
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
、
小
津
は
教
師
を
描
い
て
い
る
。

　
現
代
社
会
の
私
た
ち
に
と
っ
て
、
教
師
と
は
も
っ
と
身
近
な
存
在
で
あ
ろ
う
。
教
師
は
無
条
件
に
有
難
い
存
在
で
は
な
い
し
、
逃

げ
出
し
た
く
な
る
程
緊
張
を
強
い
る
相
手
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
社
会
階
層
の
視
点
か
ら
み
る
と
、
経
済
的
に
も
、
文
化
的
に
も
、
社

会
的
に
も
、
教
師
は
中
間
に
位
置
す
る
。
し
か
し
、
戦
間
期
の
教
師
の
階
層
的
地
位
は
相
対
的
に
高
か
っ
た
。
労
働
者
や
農
民
か
ら

み
れ
ば
、
教
師
は
給
与
水
準
は
高
く
、
し
か
も
、
昭
和
恐
慌
期
に
続
く
物
価
低
下
に
あ
っ
て
も
給
与
が
安
定
し
て
お
り
、
嫉
み
と
羨

望
の
的
で
あ
っ
た
。
学
歴
的
に
も
中
等
教
育
進
学
率
が
依
然
二
〇
％
が
越
え
な
い
時
期
で
あ
り
、
尊
敬
の
対
象
た
る
職
業
で
あ
っ
た
。
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戦間期都市教員層の生活構造

図1　小学校教員平均月俸と実質月俸（全国および東京）

一物価指数
一平均月俸（東京
一・一実質月俸（東京
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平均月俸は、『文部省年報』各年度版より、尋常小学校勤務教員および高等小学校勤務教員を集計した

物価指数は、大川一司他『長期経済統計8物価』より。昭和9年～11年平均二100。

実質月俸は、平均月俸の昭和9年～11年価格。昭和14、15年は物価指数がないため、図示されない。

農
林
水
産
就
業
者
比
率
は
昭
和
五
年
に
過
半
数
を
割
っ
て
四

九
％
と
な
り
、
全
就
業
者
に
対
す
る
雇
用
者
比
率
は
三
二
％

で
あ
っ
た
。
新
中
間
層
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
自
体
が
未
だ
少

数
で
あ
っ
た
が
、
給
与
だ
け
で
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
意
味
で
の
新
中
間
層
の
先
駆
け
と
も
い
え
る
職
業
階

層
が
教
員
な
の
で
あ
る
。
社
会
が
豊
か
に
な
っ
た
過
程
で
、

「
喜
八
」
の
よ
う
な
労
働
者
た
ち
が
新
中
間
層
に
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
し
た
結
果
と
し
て
私
た
ち
の
社
会
が
あ
る
。
教
員
階

層
を
理
解
す
る
こ
と
は
現
代
社
会
に
お
け
る
新
中
間
層
の
端

緒
を
探
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

戦
間
期
の
都
市
教
員
層
の
家
計
構
造

　
（
一
）
　
給
与
水
準
の
推
移

『
出
来
ご
こ
ろ
』
は
昭
和
八
年
の
作
品
で
あ
る
が
、
昭
和
八

年
ご
ろ
は
教
員
に
と
っ
て
、
統
計
デ
ー
タ
で
は
収
入
的
に
恵

ま
れ
て
い
た
時
期
で
あ
る
（
石
戸
谷
、
一
九
六
七
”
二
七
八
頁
、

二
八
一
頁
）
。
図
1
で
確
認
し
て
み
る
と
、
小
学
校
教
員
月

俸
は
、
公
立
学
校
俸
給
令
の
改
正
の
あ
っ
た
大
正
九
（
一
九
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二
〇
）
年
以
降
、
給
与
水
準
が
倍
増
し
て
い
る
。
そ
れ
以
降
、
額
面
上
の
月
俸
は
、
全
国
平
均
は
五
〇
円
台
後
半
、
東
京
府
平
均
は

七
〇
円
台
後
半
を
推
移
す
る
。
こ
れ
に
、
物
価
指
数
の
影
響
を
加
味
し
て
み
る
と
、
実
質
月
俸
は
な
だ
ら
か
な
山
と
な
り
、
そ
の
ピ

ー
ク
は
昭
和
六
年
で
あ
る
。
そ
の
後
、
物
価
指
数
の
上
昇
と
対
応
し
て
、
実
質
月
俸
額
は
な
だ
ら
か
に
下
降
す
る
が
、
昭
和
八
年
の

そ
れ
は
依
然
と
し
て
高
水
準
に
あ
る
。
小
津
の
映
画
に
み
た
教
員
像
は
、
時
期
的
に
も
地
域
的
に
も
、
戦
前
日
本
で
も
特
に
高
水
準

の
給
与
を
背
景
に
も
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
東
京
の
教
員
が
高
給
与
水
準
に
あ
る
と
し
て
、
そ
の
こ
と
自
体
が
都
市
教
員
生
活
の
安
定
や
余
裕
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

ま
た
、
す
べ
て
の
教
員
が
高
い
月
俸
を
も
ら
っ
て
い
る
わ
け
は
な
い
。
そ
こ
で
、
教
員
家
計
構
造
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
安
定
的
な

都
市
生
活
を
営
む
教
員
世
帯
を
析
出
し
て
い
こ
う
。
図
1
で
教
員
給
与
の
実
質
水
準
が
ピ
ー
ク
に
あ
た
る
昭
和
七
年
～
八
年
に
、

『
東
京
市
勤
労
階
級
家
計
調
査
』
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
調
査
を
使
い
、
戦
前
期
に
最
も
恵
ま
れ
て
い
た
教
員
生
活
を
家
計
と
い
う

側
面
か
ら
明
ら
か
に
し
た
い
。
加
え
て
、
戦
時
下
へ
と
進
む
教
員
生
活
と
の
比
較
を
同
調
査
の
昭
和
十
二
年
～
十
三
年
版
で
試
み
た

い
。
分
析
方
法
は
、
収
支
バ
ラ
ン
ス
、
収
入
構
造
、
支
出
構
造
を
収
入
段
階
別
に
み
る
こ
と
に
よ
り
、
安
定
的
な
家
計
構
造
を
も
つ
、

す
な
わ
ち
、
安
定
し
た
月
俸
を
得
て
、
過
不
足
な
い
消
費
生
活
を
営
ん
で
い
る
教
員
世
帯
を
折
出
す
る
。
こ
の
分
析
は
貧
困
研
究
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

端
を
発
す
る
経
済
学
的
生
活
構
造
論
の
方
法
に
依
拠
し
て
い
る
。

316

　
（
二
）
　
大
正
期
の
都
市
教
員
の
家
計
構
造

　
筆
者
は
、
既
に
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
年
、
お
よ
び
、
大
正
一
五
～
昭
和
二
（
一
九
二
六
～
二
七
）
年
に
実
施
さ
れ
た
家
計
調
査

　
（
2
）

を
資
料
に
、
東
京
の
教
員
世
帯
家
計
を
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
都
市
教
員
層
が
上
・
中
・
下
層
の
三
つ
に
分
か
れ
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
下
層
と
中
層
の
境
界
は
、
安
定
的
な
都
市
生
活
の
下
限
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
分
岐
点
は
、
実
収
入
で
一
〇
〇
～
一
二
〇
円

で
あ
る
。
ま
た
、
世
帯
主
本
収
入
の
対
実
収
入
比
が
七
〇
～
八
○
％
台
半
ば
が
中
層
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
下
層
は
九
〇
％
以
上
と



戦間期都市教員層の生活構造

な
っ
て
い
た
。
エ
ン
ゲ
ル
係
数
は
下
層
は
三
〇
％
台
半
ば
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
中
層
は
お
よ
そ
三
〇
％
と
な
っ
て
い
た
。
上
層
と

中
層
の
違
い
は
、
上
層
の
家
計
に
は
新
中
間
層
と
は
異
な
る
中
産
階
級
的
な
要
素
が
見
出
せ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
世
帯
主
本
収
入
の

対
実
収
入
比
が
七
〇
％
よ
り
も
低
く
な
り
、
特
徴
的
な
収
入
（
高
い
財
産
収
入
）
お
よ
び
支
出
（
高
い
傭
人
料
）
が
見
ら
れ
、
低
い
エ

ン
ゲ
ル
係
数
が
確
認
さ
れ
、
生
活
構
造
の
違
い
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
（
竹
村
、
一
九
九
〇
、
一
九
九
二
）

　
大
正
一
一
年
、
お
よ
び
、
大
正
一
五
～
昭
和
二
年
調
査
と
は
異
な
り
、
本
稿
で
対
象
と
す
る
昭
和
七
～
八
年
お
よ
び
昭
和
二
一

～
一
三
年
の
家
計
調
査
が
把
捉
し
た
教
員
世
帯
に
は
上
層
は
含
ま
れ
ず
、
ま
た
、
中
層
の
う
ち
上
層
に
近
い
世
帯
も
含
ま
れ
な
い
。

対
象
世
帯
の
収
入
の
範
囲
だ
け
を
比
べ
て
み
て
も
、
こ
の
違
い
は
明
ら
か
で
あ
る
。
大
正
一
一
年
調
査
で
は
六
〇
円
か
ら
三
〇
〇
円

超
ま
で
を
把
捉
し
、
大
正
一
五
～
昭
和
二
年
調
査
で
も
八
O
円
か
ら
二
〇
〇
円
超
ま
で
を
対
象
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
昭
和
七

～
八
年
の
対
象
は
収
入
七
〇
円
か
ら
二
二
〇
円
ま
で
の
世
帯
で
あ
り
、
昭
和
一
二
～
二
二
年
調
査
で
は
七
〇
円
か
ら
一
四
〇
円
超
ま

で
を
対
象
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
四
つ
の
家
計
調
査
の
平
均
値
を
単
純
に
時
系
列
に
並
べ
て
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

対
象
の
範
囲
が
明
ら
か
に
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
第
一
に
、
大
正
二
年
調
査
と
大
正
一
五
～
昭
和
二
年
調
査
の
分
析
か

ら
得
ら
れ
た
中
層
の
特
徴
が
、
昭
和
七
～
八
年
お
よ
び
昭
和
一
二
～
二
二
年
の
家
計
調
査
に
も
見
ら
れ
る
か
を
確
認
し
た
上
で
、
次

に
、
中
層
の
み
を
抽
出
し
て
、
戦
間
期
の
都
市
教
員
層
の
生
活
変
動
を
描
い
て
み
た
い
。
最
後
に
家
計
調
査
に
お
け
る
「
中
層
」
が

全
国
の
教
員
全
体
、
東
京
の
教
員
全
体
の
な
か
で
ど
の
く
ら
い
の
割
合
で
存
在
し
て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
。

　
（
一
一
一
）
　
昭
和
七
～
八
年
の
都
市
教
員
層
の
家
計
構
造

　
表
1
に
本
調
査
二
〇
世
帯
の
収
入
構
造
を
示
し
た
。
全
世
帯
平
均
の
主
た
る
収
入
源
は
世
帯
主
本
収
入
八
二
・
二
％
と
受
贈
収
入

一
四
・
○
％
で
こ
の
二
つ
だ
け
九
六
・
二
％
を
占
め
る
。
前
述
の
ご
と
く
、
世
帯
主
本
収
入
の
対
実
収
入
比
が
九
〇
％
を
越
え
る
世

帯
は
収
入
構
造
に
余
裕
が
な
い
下
層
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
に
該
当
す
る
収
入
段
階
が
二
つ
確
認
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
世
帯
主
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表1　昭和7～8年の教員世帯の収入構造
　　　　　　　　　　　　　単位　上段：円、下段：％、世帯員数：人

収入段階
世帯 世帯主収入 配偶者 実収入

員数
世帯数

本収入 副収入 収入
財産収入 受贈収入

合計

71．96 1．67 0．92 一 5．17 79．98
70～80円 1．97 1

9ヒλ0 2．1 1．1
一 55 106し0

62．88 一 一 一 18．38 81．37
80～90円 1．97 1

Z7〕3 一 一 『 22．6 100．0

85．42 0．70 0．83 ｝ 7．63 94．79
90～100円 2．93 3

9晩1 0．7 0．9
一 80 ！0夙0

88．22 2．30 0．18 一 14．09 104．90
100～110円 3．83 8

84．1 22 夙2
一 13㌧4 106㌧0

86．81 4．70 0．47 一 18．64 111．01
110～120円 2．93 3

摺．2 42 夙4 一 1丘8 106し0

95．97 8．77 一 0．05 11．85 125．38
120～130円 3．54 4

解。5 え0
一 夙04 95 106し0

全世帯平均 3．12 20
87．06

82．2

3．57

£4「

0．32

0．3

0．01

夙6ワ

14．81

14．0

105．98

10ビλ0

東京市監査局統計課（1934）『東京市勤労階級家計調査自昭和七年九月至昭和八年八月』より作成。

本
収
入
以
外
の
収
入
が
あ
り
、
数
値
も
ほ
ぽ
九
〇
％
で

あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
含
め
た
全
二
〇
世
帯
は
全
体
と

し
て
中
層
に
属
す
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
表
1
を
収

入
段
階
別
に
み
て
み
る
と
、
世
帯
主
本
収
入
割
合
の
低

下
（
す
な
わ
ち
受
贈
収
入
割
合
の
増
加
）
は
、
実
収
入
が

高
く
な
る
つ
れ
て
漸
進
し
て
い
な
い
。
最
下
位
段
階
と

〈
下
位
第
三
段
階
九
〇
～
一
〇
〇
円
〉
で
世
帯
主
本
収

入
割
合
九
〇
％
と
い
う
下
層
的
特
徴
が
出
て
い
る
。
む

し
ろ
、
〈
下
位
第
二
段
階
八
○
～
九
〇
円
〉
と
〈
上
位

第
2
段
階
一
一
〇
～
一
二
〇
円
〉
で
、
受
贈
収
入
割
合

が
二
二
・
六
％
、
一
六
・
八
％
と
い
う
高
い
数
値
が
見

ら
れ
る
。
世
帯
主
本
収
入
は
、
下
位
二
世
帯
の
六
〇

～
七
〇
円
と
最
上
位
四
世
帯
の
九
五
円
の
中
間
に
、
八

○
円
台
後
半
の
十
四
世
帯
が
位
置
し
て
い
る
。
下
位
二

世
帯
、
中
位
の
十
四
世
帯
で
は
、
各
層
の
中
で
受
贈
収

入
の
多
寡
の
差
が
実
収
入
の
高
低
を
規
定
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
受
贈
収
入
は
収
入
段
階
別
分
析
の
撹

乱
的
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
収
入
は
現
金
と
実
物

の
二
つ
に
分
け
て
集
計
さ
れ
て
い
る
が
、
現
金
受
贈
は
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「
子
供
の
貰
金
、
滞
在
者
か
ら
の
謝
礼
金
、
饒
別
、
家
計
簿
記
入
手
当
、
小
切
手
、
商
品
券
、
香
彙
弔
祭
料
、
国
元
よ
り
の
送
金
」

で
あ
り
、
現
金
受
贈
の
一
切
を
指
す
。
一
方
、
実
物
受
贈
は
「
年
末
年
始
、
中
元
等
の
貰
物
、
出
産
、
結
婚
祝
品
、
乗
車
券
、
芝
居

の
場
券
、
そ
ば
券
（
団
体
よ
り
の
給
与
品
及
慰
問
品
、
社
交
に
依
る
一
切
の
実
物
の
受
贈
）
」
を
指
し
て
い
る
。
受
贈
収
入
は
教
員
世
帯

　
　
　
　
（
3
）

の
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
受
贈
収
入
割
合
が
高
い
と
実
収
支
が
赤
字
で
あ
る
傾
向
が
読
み
取
れ
る
。
受
贈
収
入
が
高
く
、
収
支
が
赤

字
に
転
じ
て
い
る
世
帯
を
特
定
す
る
と
、
〈
下
位
第
二
段
階
八
○
～
九
〇
円
V
の
二
人
世
帯
と
、
〈
上
位
第
二
段
階
一
一
〇
～
二
一
〇

円
〉
の
中
の
三
人
世
帯
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
世
帯
は
保
健
衛
生
費
（
特
に
病
治
費
）
の
支
出
が
突
出
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
病
人
を
抱
え
た
世
帯
が
受
贈
収
入
の
補
て
ん
に
よ
り
辛
う
じ
て
家
計
を
維
持
し
て
い
る
様
相
が
み
え
る
。
ま
た
、
一
方
で
、

〈
上
位
第
三
段
階
一
〇
〇
～
一
一
〇
円
〉
の
内
の
一
世
帯
、
〈
上
位
第
二
段
階
一
一
〇
～
一
二
〇
円
〉
で
の
一
世
帯
で
は
、
修
養
娯
楽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

費
が
高
く
、
受
贈
が
生
活
の
余
裕
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
世
帯
で
は
実
収
支
は
均
衡
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
以
上
を

ま
と
め
る
と
、
受
贈
収
入
は
標
準
的
な
教
員
家
計
か
ら
の
逸
脱
を
意
味
す
る
。
病
人
と
い
う
負
荷
に
し
て
も
、
修
養
娯
楽
と
い
う
余

裕
に
し
て
も
、
受
贈
と
い
う
余
分
な
収
入
が
な
け
れ
ば
、
家
計
の
均
衡
を
保
て
な
い
。
安
定
し
て
い
る
教
員
家
計
と
い
え
ど
も
、
標

準
的
な
世
帯
は
余
裕
を
抱
え
て
は
い
な
い
。

　
支
出
構
造
を
示
し
た
図
2
を
み
る
と
、
全
世
帯
平
均
の
支
出
割
合
は
、
飲
食
物
費
二
四
・
一
％
（
主
食
費
五
・
九
％
）
、
住
居
費
二

二
・
二
％
、
光
熱
費
四
・
六
％
、
被
服
費
一
二
・
一
％
、
雑
費
三
七
・
○
％
で
あ
る
。
昭
和
七
～
八
年
の
特
徴
は
、
エ
ン
ゲ
ル
係
数

の
低
さ
で
あ
る
。
こ
れ
は
物
価
の
低
さ
に
よ
る
影
響
で
あ
る
。
収
入
段
階
別
分
析
は
、
調
査
対
象
の
特
性
か
ら
限
界
が
あ
る
。
前
述

し
た
よ
う
に
病
人
を
か
か
え
る
赤
字
家
計
世
帯
と
受
贈
収
入
に
よ
る
余
裕
が
あ
る
家
計
が
混
在
し
、
収
入
段
階
別
に
も
段
階
内
で
も

世
帯
人
数
の
分
散
が
高
い
。
こ
の
よ
う
な
調
査
対
象
世
帯
の
特
徴
を
考
慮
に
い
れ
な
が
ら
、
収
入
段
階
別
の
支
出
構
造
を
見
て
い
こ

う
。
〈
最
下
位
段
階
七
〇
～
八
○
円
〉
で
エ
ン
ゲ
ル
係
数
が
三
〇
・
五
％
と
平
均
よ
り
五
％
ほ
ど
高
く
、
ま
た
、
住
居
費
も
平
均
よ

り
も
三
・
四
％
高
い
二
五
・
六
％
と
な
っ
て
い
る
。
食
費
と
住
居
費
が
優
先
さ
れ
る
家
計
の
緊
張
を
実
収
入
八
○
円
未
満
の
世
帯
に
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図2　昭和7～8年の教員世帯の支出構造
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み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
〈
下
位
第
二
段
階
八
○
～
九
〇
円
〉
と
な
る
と
、

エ
ン
ゲ
ル
係
数
と
住
居
費
と
も
に
下
が
り
、
代
り
に
雑
費
割
合
が
上

昇
し
て
い
る
。
雑
費
の
半
分
以
上
が
保
健
衛
生
費
を
占
め
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

実
収
支
が
赤
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
エ
ン
ゲ
ル
係
数
低
下
（
雑
費
の

上
昇
）
を
も
っ
て
、
直
ち
に
家
計
の
余
裕
と
判
断
は
で
き
な
い
が
、

逆
説
的
に
い
う
と
収
入
段
階
が
あ
が
る
こ
と
で
、
高
い
保
健
衛
生
費

を
負
担
で
き
る
と
も
言
え
る
。
〈
下
位
第
三
段
階
九
〇
～
一
〇
〇
円
〉

の
中
に
も
病
人
を
抱
え
る
世
帯
が
あ
り
、
雑
費
の
圧
力
を
見
な
く
て

は
な
ら
な
い
が
、
エ
ン
ゲ
ル
係
数
は
下
げ
止
ま
り
、
被
服
費
と
住

（
6
）

居
費
が
下
が
っ
て
い
る
。
実
収
支
も
受
贈
収
入
に
よ
る
補
て
ん
に
頼

ら
な
く
と
も
黒
字
と
な
っ
て
お
り
、
家
計
が
安
定
し
て
い
る
と
判
断

で
き
る
だ
ろ
う
。
〈
上
位
第
二
段
階
一
一
〇
～
一
二
〇
円
〉
で
の
エ

ン
ゲ
ル
係
数
低
下
お
よ
び
雑
費
割
合
の
上
昇
は
、
保
健
衛
生
費
あ
る

い
は
修
養
娯
楽
費
の
高
支
出
、
現
物
受
贈
に
よ
る
食
費
（
特
に
主
食

費
）
負
担
の
低
減
、
世
帯
規
模
が
二
・
九
三
人
と
小
さ
い
こ
と
な
ど

の
総
合
的
な
影
響
が
表
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。
受
贈
収
入
割
合

が
高
く
、
実
収
支
も
赤
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
家
計
の
更
な
る
余
裕

と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
以
上
の
分
析
か
ら
、
収
入
九
〇
円
以
上

の
世
帯
が
安
定
的
な
家
計
を
持
つ
と
い
え
る
。
そ
の
家
計
構
造
は
前
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　　　　　　　　　表2　昭和12～13年の教員世帯の収入構造
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位　上段：円、下段：％、世帯員数：人

収入段階
世帯

員数
世帯数

世帯主収入 配偶者

収入
財産収入 受贈収入

実収入

合計本収入 副収入

70～80円 2．69 2
69．38

90．0
一
一

一
一

｝
一

7．33

9．5

77．10

106し0

80～90円 2．47 1
80．38

91．7
一
一

一
一

一
一

6．98

80
87．61

100．0

90～100円 3．51 4
87．02

9ノ．3

0．92

1．0
一
一

0．21

‘λ2

6．35

丘7

95．30

106ろ0

100～110円 3．90 6
93．33

8Z6
1．31

1．1

0．02

0．0

0．03

0．0

11．73

11．0

106．52

！0晩0

110～120円 3．98 3
93．66

89．0
一
一

1．83

1．6
一
一

17．05

15！

112．89

106し0

120～130円 2．95 2
108．26

＆9．9

1．25

1．0
一
一

｝
一

12．07

99
121．78

100．0

140円～ 3．84 1
111．04

沼．7

20．59

13㌧7
一
一

一
一

18．54

！2㌧3

150．72

106ろ0

全世帯平均 3．52 19
91．36

8Z　O

1．76

1．7

0．29

0．3

0．01

0．01

11．12

10．6

105．98

100．0

東京市監査局統計課（1939）『東京市勤労階級家計調査自昭和12年9月至昭和13年8月』より作成。

述
し
た
全
世
帯
平
均
と
ほ
ぼ
同
じ
か
、
若
干
雑

費
が
低
く
そ
の
分
が
他
の
各
費
目
に
加
算
さ
れ

　
（
7
）

る
も
の
と
推
定
す
る
。

　
（
四
）
　
昭
和
一
二
～
＝
二
年
の
都
市
教
員
層

の
家
計
構
造

　
表
2
に
本
調
査
一
九
世
帯
の
収
入
構
造
を
示

し
た
。
全
世
帯
平
均
で
み
る
と
、
主
た
る
収
入

源
は
世
帯
主
本
収
入
八
七
・
○
％
と
受
贈
収
入

一
〇
・
六
％
で
こ
の
二
つ
だ
け
で
九
七
・
六
％

を
占
め
る
。
先
の
昭
和
七
～
八
年
の
数
値
と
較

べ
る
と
、
受
贈
収
入
割
合
が
低
い
。
世
帯
主
本

収
入
の
対
実
収
入
比
を
み
る
と
、
全
世
帯
を
三

つ
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
約

九
〇
％
の
収
入
一
〇
〇
円
未
満
の
七
世
帯
、
八

○
％
台
の
収
入
一
〇
〇
～
一
三
〇
円
の
二
世

帯
、
七
〇
％
台
の
一
四
〇
円
以
上
の
一
世
帯
で

あ
る
。
九
〇
％
と
八
○
％
を
分
け
る
の
は
受
贈

収
入
割
合
の
高
さ
で
あ
る
。
一
方
、
〈
収
入
最
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図3　昭和12～13年の教員世帯の支出構造
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データは表2と同じ。

上
位
段
階
一
四
〇
円
～
〉
の
み
が
高
い
副
収
入
割
合
（
一
三
・
七

％
）
を
示
し
て
お
り
、
他
の
世
帯
と
連
続
性
を
持
っ
て
い
な
い
。
し

か
し
、
他
の
段
階
の
世
帯
と
同
じ
く
、
財
産
収
入
と
い
う
中
産
階
級

的
特
徴
は
確
認
さ
れ
な
い
の
で
、
中
層
の
範
囲
内
と
い
え
る
。
以
上

を
ま
と
め
る
と
、
収
入
構
造
上
は
実
収
入
一
〇
〇
円
未
満
が
下
層
、

そ
れ
以
上
が
中
層
と
判
断
で
き
る
。
一
〇
〇
円
の
境
は
連
続
的
で
あ

り
、
実
収
支
が
全
収
入
段
階
で
黒
字
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
十

九
世
帯
は
全
体
と
し
て
中
層
と
そ
れ
に
連
続
す
る
下
層
を
捉
え
た
も

の
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
図
3
で
支
出
構
造
を
み
て
み
よ
う
。
全
世
帯
平
均
の
支
出
割
合
は
、

飲
食
物
費
三
四
・
○
％
（
主
食
費
一
〇
・
二
％
）
、
住
居
費
二
二
・
○

％
、
光
熱
費
四
・
九
％
、
被
服
費
一
一
・
二
％
、
雑
費
二
八
・
○
％

で
あ
る
。
昭
和
十
二
～
十
三
年
で
は
先
に
み
た
昭
和
七
～
八
年
以
前

と
比
べ
て
エ
ン
ゲ
ル
係
数
が
高
く
、
三
四
・
○
％
と
な
っ
て
い
る
。

収
入
段
階
別
に
み
る
と
、
〈
収
入
段
階
八
○
～
九
〇
円
〉
で
三
七
・

三
％
と
高
く
、
食
費
に
よ
る
家
計
へ
の
圧
迫
が
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に

収
入
が
下
が
る
と
、
〈
収
入
段
階
七
〇
～
八
○
円
〉
で
三
三
・
七
％

と
エ
ン
ゲ
ル
法
則
の
逆
転
現
象
が
み
ら
れ
、
家
計
の
緊
張
が
確
認
さ

れ
る
。
こ
の
最
下
位
段
階
で
食
費
を
圧
迫
し
て
い
る
費
目
は
住
居
費
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で
あ
る
。
〈
下
位
第
二
段
階
八
○
～
九
〇
円
〉
以
下
の
世
帯
は
下
層
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
一
方
、
〈
下
位
第
三
段
階
九
〇
～
一
〇

〇
円
〉
以
上
で
は
、
食
費
三
二
～
三
三
％
と
安
定
し
、
〈
収
入
段
階
一
一
〇
円
〉
以
上
か
ら
住
居
費
が
二
〇
％
を
下
回
り
、
代
り
に

被
服
費
が
増
加
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
〈
収
入
段
階
二
〇
～
一
二
〇
円
〉
で
、
飲
食
物
費
三
八
・
二
％
と
い
う
高
い
数
値
と
、
こ
の

飲
食
物
費
が
雑
費
を
圧
縮
さ
せ
二
五
・
四
％
と
い
う
低
い
数
値
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
段
階
に
位
置
す
る
三
世
帯
の
う
ち
、
ひ
と
つ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

六
人
世
帯
で
あ
る
こ
と
、
い
ま
ひ
と
つ
は
特
異
な
食
費
支
出
を
も
っ
た
世
帯
が
ふ
く
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
エ
ン
ゲ
ル
係
数
が
高
ま

っ
て
い
る
。
こ
の
段
階
は
例
外
と
し
て
理
解
し
た
ほ
う
が
よ
い
だ
ろ
う
。
以
上
ま
と
め
る
と
、
実
収
入
九
〇
円
以
上
の
世
帯
に
安
定

的
な
家
計
構
造
が
見
ら
れ
、
一
二
〇
円
を
境
に
住
居
費
か
ら
被
服
費
に
支
出
の
重
点
が
シ
フ
ト
す
る
が
、
そ
の
変
化
は
連
続
的
で
あ

る
。
収
入
九
〇
円
の
分
岐
点
は
教
員
下
層
と
中
層
の
境
界
で
あ
る
と
理
解
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
世
帯
人
数
を
み
る
と
、
下
層
は
二
・

五
人
前
後
で
、
中
層
は
四
人
弱
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
下
層
は
夫
婦
の
み
世
帯
か
ら
第
一
子
誕
生
後
の
核
家
族
世
帯
、
中
層
は

そ
の
後
第
二
子
誕
生
以
降
の
核
家
族
世
帯
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
中
層
と
下
層
は
家
族
周
期
上
の
前

後
関
係
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

戦間期都市教員層の生活構造

二
　
都
市
教
員
層
の
形
成
・
展
開
と
生
活
変
動

　
前
節
に
お
い
て
、
大
正
二
年
か
ら
昭
和
二
一
～
＝
二
年
ま
で
の
四
時
点
に
お
け
る
教
員
世
帯
の
家
計
構
造
か
ら
、
安
定
的
な
都

市
生
活
を
営
む
こ
と
の
で
き
る
実
収
入
を
析
出
し
た
。
す
な
わ
ち
、
都
市
教
員
中
層
の
下
限
を
示
す
実
収
入
額
を
推
定
し
た
。
本
節

で
は
、
戦
間
期
の
都
市
教
員
家
計
か
ら
み
た
生
活
変
動
と
、
教
員
中
層
が
教
員
全
体
の
中
で
ど
の
程
度
存
在
し
て
い
る
の
か
を
確
認

す
る
。
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図4　実収支拡張線（昭和9－11年価格）
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データは表3と同じ。

　
（
【
）
　
戦
間
期
の
都
市
教
員
層
の
家
計
変
動

　
図
4
は
四
つ
の
家
計
調
査
の
各
収
入
段
階
別
に
実
収
支
を
示
し
た

グ
ラ
フ
で
あ
る
。
す
べ
て
昭
和
九
～
二
年
価
格
で
換
算
し
て
あ
る
。

右
下
に
位
置
す
る
と
家
計
が
黒
字
で
あ
り
、
家
計
に
余
裕
が
あ
る
こ

と
を
示
す
。
こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
読
み
取
る
特
徴
は
三
つ
あ
る
。
第
一

に
大
正
一
一
年
は
一
〇
〇
円
以
下
（
当
年
価
格
一
二
〇
円
以
下
）
の

世
帯
が
赤
字
で
あ
る
。
赤
字
は
大
正
二
年
の
み
で
、
大
正
一
五
年

以
降
黒
字
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
〇
〇
円
以
下
の
収
入
階
層

に
家
計
構
造
の
安
定
化
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
第
二
に
収
支
拡
張
線

は
全
般
的
に
黒
字
に
位
置
し
て
い
る
。
一
〇
〇
円
以
上
に
つ
い
て
は

四
時
点
で
ほ
ぼ
黒
字
で
あ
る
。
昭
和
七
年
の
二
点
で
の
赤
字
は
、
前

述
し
た
よ
う
に
病
人
が
い
る
特
殊
な
家
計
で
あ
る
の
で
、
こ
の
影
響

を
除
け
ば
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
体
と
し
て
黒
字
の
拡
張
線
に
な
る
。
第
三
に
プ
ロ
ッ
ト
さ
れ
た
点
を
当
該
年
価
格
の
収

入
段
階
別
を
結
ぶ
こ
と
で
（
図
に
は
表
示
さ
れ
て
い
な
い
が
）
家
計
変
動
の
推
移
が
確
認
で
き
る
。
大
正
二
年
か
ら
大
正
一
五
・
昭

和
二
年
の
変
化
は
二
一
〇
円
を
中
心
軸
に
一
〇
円
ほ
ど
下
方
に
傾
き
を
変
え
（
黒
字
に
転
じ
）
、
二
一
〇
円
以
上
は
傾
き
を
変
え
ず
に

（
黒
字
の
ま
ま
）
右
斜
め
上
方
に
伸
び
る
。
大
正
一
五
・
昭
和
二
年
か
ら
昭
和
七
年
へ
の
変
化
は
、
傾
き
を
変
え
ず
に
右
斜
め
四
五
度

上
方
に
三
〇
円
ほ
ど
を
登
り
、
実
質
給
与
水
準
の
高
ま
り
が
確
認
で
き
る
。
昭
和
七
年
か
ら
一
二
年
の
変
化
は
、
傾
き
を
変
え
ず
に

左
斜
め
下
に
二
～
三
〇
円
ほ
ど
降
り
、
若
干
一
二
年
の
方
が
下
方
に
シ
フ
ト
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
。
前
者
は
実
質
月
俸
の
低
下
を
意
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

し
、
後
者
は
家
計
の
安
定
化
を
示
唆
す
る
。
だ
た
し
、
こ
こ
で
は
安
定
化
と
い
う
よ
り
も
調
査
世
帯
の
偏
り
と
見
た
方
が
よ
い
と
考
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戦間期都市教員層の生活構造

図5　戦間期教員世帯の支出構造の推移
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　　　0％　　　　　　　　　　　　　　　　’…犀
　調査年　　大正8年　大正ll年大正15～昭和2年昭和7～8年昭和12～13年　モテル

　実支出　　　86．12　　148．20　　163．59　　100．78　　91．69　　　一

召和9－11年額）（62．5）　　（114．0）　（131．2〉　（106．2）　　（79，2）　　　一

世帯人数　　　45　　　4．3　　　4．84　　　312　　　352　　　　一

調査対象数　　　95　　　　126　　　47　　　　20　　　　19　　　　一

データは表3および注⑲参照。

え
る
。
以
上
、
実
収
支
拡
張
線
か
ら
み
た
教
員
世
帯
家

計
は
、
前
述
し
た
図
1
で
み
た
実
質
月
俸
の
推
移
を
反

映
し
て
お
り
、
ま
た
、
教
員
下
層
世
帯
家
計
（
昭
和
九

～
一
一
年
価
格
で
実
収
入
一
〇
〇
円
以
下
）
の
安
定
化
傾

向
を
表
現
し
て
い
た
。

　
図
5
は
、
本
稿
で
扱
っ
た
四
つ
の
調
査
に
大
正
八
年

（
1
0
）

調
査
を
加
え
た
五
時
点
の
家
計
調
査
か
ら
支
出
構
造
を

年
代
順
に
並
べ
た
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
平
均
す
る
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
）

中
層
と
ほ
ぽ
同
じ
支
出
構
造
に
な
っ
て
い
る
ゆ
え
、
そ

れ
ぞ
れ
全
対
象
世
帯
平
均
の
数
値
を
示
し
て
あ
る
。
こ

の
支
出
構
造
か
ら
教
員
世
帯
家
計
の
変
動
を
確
認
す
る
。

比
較
の
た
め
に
示
し
た
大
正
八
年
の
支
出
構
造
の
特
異

性
が
際
立
っ
て
い
る
。
エ
ン
ゲ
ル
係
数
が
四
割
で
し
か

も
そ
の
半
分
を
主
食
費
に
充
て
て
い
る
。
大
正
九
年
の

俸
給
令
改
正
以
降
、
急
速
に
給
与
水
準
が
上
が
り
、
物

価
下
落
の
影
響
も
加
味
さ
れ
て
、
都
市
教
員
層
の
安
定

的
な
生
活
構
造
が
形
成
・
展
開
す
る
。
そ
の
形
成
後
を

捉
え
た
の
が
四
つ
の
家
計
調
査
で
あ
る
が
、
大
正
一
一

年
以
後
の
変
動
を
説
明
す
る
た
め
に
、
ま
ず
、
モ
デ
ル
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表3　戦間期の家計調査における教員世帯の主な雑費支出

　　　　　　　　　　　　　　　　単位　上段：円、下段：％、世帯員数：人

調査年 世帯員数 世帯数
子女費 保健

衛生費
交際費 修養

娯楽費
傭人費 雑費計

実収支

合計育児費 教育費

大正ll年 4．30 126
2．49

1．7

3．29

2．2

7．33

4．9

8．22

55
6．90

47
0．70

0．5

47．01

31．7
148．20

大正15～

昭和2年
4．84 47

1．91

1．2

4．02

£5

11．33

丘9

15．85

9．7

10．00

丘1

0．70
0．5「

54．53

39．3
163．59

昭和7

～8年
3．12 20

1．30

1．3

0．46

0．5

10．40

10．3

9．61

9．5

6．73

67
一
一

37．33

3ZO
100．78

昭和12年

～13年
3．52 19

1．81

2．0

0．49

0．5

5．40

59
7．07

え7

5．67

丘2
『
一

25．68

摺．0
91．69

大正11年：東京府社会課（1925）『東京市及近接町村中等階級生計費調査・統計篇』

大正15～昭和2年＝内閣統計局（1929）『家計調査報告第二巻給与生活者及び労働者の部上』

昭和7～8年：東京市監査局統計課（1934）『東京市勤労階級家計調査自昭和七年九月至昭和八年
八月』

昭和12～13年：東京市監査局統計課（1939）『東京市勤労階級家計調査自昭和十二年九月至昭和十

三年八月』より作成

構
造
を
示
し
て
お
こ
う
。
エ
ン
ゲ
ル
係
数
三
〇
％
（
主
食
費
九

％
）
、
住
居
費
二
一
％
弱
、
光
熱
費
五
％
弱
、
被
服
費
一
二
％

弱
、
雑
費
三
三
％
、
こ
れ
が
戦
間
期
の
都
市
教
員
世
帯
の
生
活

構
造
モ
デ
ル
で
あ
る
。
大
正
一
一
年
の
支
出
は
、
大
正
八
年
か

ら
の
飲
食
物
費
の
減
少
分
を
住
居
費
と
被
服
費
に
回
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

住
居
費
は
昭
和
七
年
ま
で
伸
び
、
二
二
％
で
安
定
す
る
。
被
服

費
は
大
正
一
五
年
に
下
が
り
、
以
後
一
二
％
で
安
定
す
る
。
エ

ン
ゲ
ル
係
数
は
、
大
正
二
年
、
同
一
五
年
は
三
〇
％
と
安
定

し
て
い
る
。
こ
の
数
値
を
モ
デ
ル
と
す
る
と
、
昭
和
七
年
の
低

い
数
値
（
二
四
・
一
％
［
主
食
費
五
・
九
％
］
）
と
同
一
二
年
の

高
い
数
値
（
三
四
・
○
％
［
主
食
費
一
〇
・
二
％
］
）
は
ど
の
よ

う
に
説
明
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
前
者
は
対
象
世
帯
が
小

規
模
（
三
二
二
人
）
で
あ
り
、
か
つ
、
物
価
下
落
の
影
響
が

強
く
出
て
い
る
た
め
に
生
じ
て
い
る
。
一
方
、
昭
和
一
二
年
は
、

物
価
上
昇
を
第
一
の
原
因
に
あ
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
都

市
生
活
に
お
い
て
展
開
し
た
食
生
活
の
変
化
、
す
な
わ
ち
、
副

菜
消
費
の
伸
び
が
、
物
価
上
昇
に
お
い
て
顕
在
化
し
た
も
の
と

　
　
　
（
1
3
）

推
察
で
き
る
。

　
表
3
で
雑
費
の
変
動
を
確
認
し
よ
う
。
雑
費
は
各
調
査
対
象
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世
帯
の
特
徴
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
七
年
の
伸
び
は
、
保
健
衛
生
費
が
主
因
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
病
人
を
抱
え
る
世
帯
を
含
む

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
大
正
一
一
年
及
び
同
一
五
年
の
調
査
は
二
～
三
人
の
子
供
を
抱
え
、
教
育
費
の
支
出
が
多
い
。
昭
和
期
の
二

調
査
は
世
帯
規
模
が
小
さ
く
、
教
育
費
負
担
が
低
い
。
調
査
対
象
の
家
族
周
期
上
位
置
に
よ
る
違
い
で
あ
る
。
一
方
、
修
養
娯
楽
費

と
交
際
費
は
大
正
一
五
年
に
な
る
と
拡
大
し
、
修
養
娯
楽
費
は
、
以
後
、
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。
交
際
費
は
昭
和
一
二
年
に
数
値

を
下
げ
て
い
る
が
、
大
正
一
一
年
時
の
レ
ベ
ル
ま
で
は
下
が
っ
て
い
な
い
。
昭
和
一
二
年
に
関
し
て
い
え
ば
、
飲
食
物
費
が
交
際
費

を
含
め
た
雑
費
を
圧
迫
し
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。
修
養
娯
楽
費
と
交
際
費
の
伸
び
は
、
都
市
生
活
の
展
開
の
中
で
現
れ
た
家
計
の

余
裕
を
表
現
し
て
い
る
。

戦間期都市教員層の生活構造

　
（
二
）
　
教
員
中
層
の
析
出

　
以
上
で
残
っ
た
課
題
の
準
備
が
整
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
明
ら
か
に
し
た
教
員
中
層
は
、
小
学
校
教
員
全
体
の
中
で
何
割
く
ら
い
存

在
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
全
国
と
東
京
の
給
与
水
準
の
差
と
、
教
員
中
層
の
下
限
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
な
っ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
れ
は
戦
間
期
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
な
変
化
を
み
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
図
6
は
、
大
正
二
年
度
か
ら
昭
和
一
二
年
度
ま
で
の
四
時
点
に
お
け
る
小
学
校
教
員
数
お
よ
び
平
均
月
俸
を
男
女
別
・
資
格
別

に
示
し
た
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
左
側
は
全
国
、
右
側
に
東
京
の
教
員
数
を
横
帯
に
示
し
て
あ
り
、
帯
の
太
さ
は
平
均
月
俸
の
値
を
と
っ

て
あ
る
た
め
、
各
帯
の
面
積
が
教
員
の
延
べ
給
与
、
す
な
わ
ち
、
支
払
わ
れ
た
賃
金
総
額
を
表
し
て
い
る
。
小
学
校
教
員
の
資
格
は
、

本
科
正
教
員
、
専
科
正
教
員
、
准
教
員
、
代
用
教
員
に
分
れ
、
本
科
正
教
員
は
高
等
小
学
校
で
も
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
小
学
校
本

科
正
教
員
（
小
本
正
教
員
と
略
）
と
尋
常
小
学
校
の
み
で
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
（
尋
正
教
員
と
略
）
に
分

れ
、
全
体
で
五
つ
の
資
格
が
あ
る
。
『
文
部
省
年
報
』
は
義
務
教
育
で
あ
る
尋
常
小
学
校
と
別
に
高
等
小
学
校
の
統
計
が
と
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
こ
で
は
合
計
し
て
あ
る
。
性
別
比
は
お
お
よ
そ
女
性
一
に
対
し
て
男
性
二
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
平
均
月
俸
が
女
性
が
男
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性
の
七
割
か
ら
七
割
五
分
で
あ
る
た
め
、
給
与
総
量
で
は
女
性
一
に
対
し
て
男
性
が
二
・
五
か
ら
二
・
八
に
な
っ
て
い
る
。
資
格
別

の
人
数
は
、
正
資
格
の
小
本
正
教
員
が
過
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
。
時
代
が
進
む
に
し
た
が
っ
て
そ
の
比
率
が
増
加
す
る
。
大
正

一
一
年
と
昭
和
二
一
年
を
全
国
で
比
較
す
る
と
、
六
割
弱
か
ら
七
割
、
東
京
で
は
七
割
弱
か
ら
八
割
弱
へ
と
小
本
正
教
員
を
増
や
し

て
い
る
。
平
均
月
俸
も
高
い
小
本
正
教
員
の
比
率
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
教
員
総
体
で
給
与
水
準
が
あ
が
っ
て
い
く
こ
と
を
意
味

す
る
。
逆
に
い
う
と
、
小
本
正
教
員
以
外
の
教
員
が
占
め
る
比
重
が
低
ま
り
、
正
資
格
と
し
て
の
小
本
正
教
員
の
存
在
が
ま
す
ま
す

大
き
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
全
国
と
東
京
を
比
較
す
る
と
、
各
資
格
で
東
京
の
方
が
平
均
月
俸
が
高
い
こ
と
に
加
え
て
、
小
本
正
教
員
の
比
率
も
高
い
こ
と
で
、

図
6
で
の
帯
の
面
積
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
小
本
正
教
員
の
存
在
が
東
京
に
お
い
て
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

都
市
教
員
を
職
業
階
層
と
し
て
見
て
、
そ
の
消
費
生
活
を
家
計
構
造
分
析
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
本
稿
の
課
題
で
は
、

都
市
教
員
層
が
も
つ
総
体
と
し
て
の
「
生
活
力
」
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
を
、
給
与
総
量
と
し
て
把
握
す
る
と
い
う
立
場
に
立
っ
て

い
る
。
そ
の
意
味
で
、
図
6
に
見
る
よ
う
に
、
尋
正
教
員
以
下
の
資
格
は
、
特
に
東
京
に
お
い
て
、
小
さ
な
存
在
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、

戦
問
期
の
教
員
層
は
小
本
正
教
員
を
代
表
と
し
て
捉
え
て
よ
い
。
ま
た
、
本
稿
で
扱
っ
た
家
計
調
査
の
対
象
世
帯
主
は
男
性
が
大
部

分
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
す
れ
ば
、
以
下
の
分
析
を
男
性
に
限
定
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
よ
う
。
そ
こ
で
、
以
下
、
男
性
の
小
学
校
本

科
正
教
員
を
対
象
と
し
、
教
員
中
層
の
存
在
と
そ
の
割
合
を
確
認
し
て
い
く
。

　
大
正
一
一
年
に
お
け
る
教
員
中
層
の
下
限
は
、
実
収
入
一
〇
〇
円
以
上
で
あ
る
。
世
帯
主
本
収
入
割
合
九
〇
％
以
下
を
中
層
と
す

る
と
、
月
俸
九
〇
円
以
上
が
中
層
以
上
と
な
る
。
月
俸
九
〇
円
以
上
の
教
員
は
、
全
国
の
男
性
小
学
校
本
科
正
教
員
七
万
三
八
五
二

人
中
一
万
一
九
二
七
人
で
一
六
・
一
％
で
あ
る
。
一
方
、
東
京
で
は
四
一
六
七
人
中
一
四
六
九
人
で
三
五
・
三
％
で
あ
る
。
ち
な
み

に
上
層
と
中
層
の
分
岐
点
で
あ
る
「
実
収
入
二
〇
〇
円
、
世
帯
主
本
収
入
割
合
七
〇
％
」
で
月
俸
一
四
五
円
以
上
が
上
層
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

そ
の
全
体
に
対
す
る
割
合
は
、
全
国
で
約
一
％
、
東
京
で
五
・
四
％
と
な
る
。
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（
1
5
）

　
大
正
一
五
年
に
お
け
る
教
員
中
層
の
下
限
は
、
実
収
入
二
一
〇
円
以
上
で
あ
る
。
世
帯
主
本
収
入
割
合
八
五
％
以
下
を
中
層
と
す

る
と
、
月
俸
一
〇
〇
円
以
上
が
中
層
以
上
と
な
る
。
月
俸
一
〇
〇
円
以
上
の
教
員
は
、
全
国
で
八
万
九
六
七
六
人
中
一
万
一
九
〇
六

人
で
二
二
・
三
％
で
あ
る
。
一
方
、
東
京
で
は
五
五
七
八
人
中
一
五
八
七
人
で
二
八
・
五
％
で
あ
る
。
上
層
と
中
層
の
分
岐
点
で
あ

る
「
実
収
入
二
〇
〇
円
、
世
帯
主
本
収
入
割
合
七
〇
％
」
で
月
俸
一
四
五
円
以
上
を
上
層
と
考
え
る
と
、
全
国
で
一
・
四
％
、
東
京

で
六
・
四
％
と
な
る
。

　
昭
和
七
年
お
よ
び
昭
和
一
二
年
の
教
員
中
層
の
下
限
は
と
も
に
実
収
入
九
〇
円
以
上
で
あ
る
。
世
帯
主
本
収
入
割
合
九
〇
％
以
下

を
中
層
と
す
る
と
、
お
お
よ
そ
月
俸
八
○
円
以
上
が
中
層
以
上
と
な
る
。
月
俸
八
O
円
以
上
の
教
員
は
、
昭
和
七
年
が
全
国
で
一
二

万
三
九
六
七
人
中
三
万
四
五
八
四
人
で
二
七
・
九
％
で
あ
る
。
一
方
、
東
京
で
は
七
四
二
〇
人
中
四
二
三
五
人
で
五
七
・
一
％
で
あ

る
。
昭
和
一
二
年
が
全
国
で
一
三
万
八
七
三
一
人
中
三
万
九
一
五
九
人
で
二
八
・
二
％
で
あ
る
。
一
方
、
東
京
で
は
九
六
四
三
人
中

五
二
四
五
人
で
五
四
・
四
％
で
あ
る
。

戦間期都市教員層の生活構造

　
（
三
）
　
新
中
間
層
と
し
て
の
都
市
教
員
層
一
考
察

　
こ
の
よ
う
に
、
推
定
さ
れ
る
教
員
中
層
以
上
の
割
合
は
、
全
国
で
一
六
・
一
％
、
二
一
丁
三
％
、
二
七
・
九
％
、
二
八
・
二
％
、

東
京
で
は
三
五
・
三
％
、
二
八
・
五
％
、
五
七
・
一
％
、
五
四
・
四
％
と
い
う
推
移
を
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
数
値
を
単
純
に
解
釈
す

れ
ば
、
大
正
一
五
年
・
昭
和
二
年
と
昭
和
七
年
の
問
に
、
教
員
層
は
そ
の
生
活
水
準
を
か
な
り
急
速
に
シ
フ
ト
ア
ッ
プ
し
た
こ
と
を

意
味
す
る
。
こ
の
変
化
は
図
1
の
実
質
月
俸
額
の
推
移
を
表
現
し
て
い
る
と
い
え
な
く
も
な
い
が
、
さ
ら
な
る
考
察
が
必
要
で
あ
ろ

う
。
最
後
に
こ
の
点
に
つ
い
て
述
べ
、
本
節
を
締
め
く
く
り
た
い
。
考
慮
す
べ
き
点
は
二
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
家
計
調
査
の
対
象

の
偏
り
で
あ
る
。
い
ま
ひ
と
つ
は
、
月
俸
別
の
教
員
分
布
の
変
化
で
あ
る
。

　
四
つ
の
家
計
調
査
が
捉
え
た
教
員
世
帯
の
偏
り
は
、
実
収
入
を
み
る
と
大
正
期
の
二
つ
が
幅
が
広
く
上
層
ま
で
を
含
み
、
昭
和
期
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の
二
つ
が
幅
が
狭
く
中
下
層
を
中
心
と
し
て
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
の
分
析
は
、
教
員
中
層
、
す

な
わ
ち
、
安
定
的
な
生
活
構
造
を
持
つ
教
員
層
の
同
定
を
、
下
層
と
の
境
界
線
を
引
く
こ
と
よ
り
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

エ
ン
ゲ
ル
係
数
の
増
加
、
さ
ら
に
、
エ
ン
ゲ
ル
法
則
の
逆
転
現
象
、
世
帯
主
本
収
入
が
高
比
率
で
あ
る
こ
と
等
が
示
す
家
計
の
緊
張

を
確
認
し
て
い
る
た
め
、
中
産
階
級
的
世
帯
を
含
む
上
層
の
影
響
を
排
除
し
て
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
調
査
対
象
の
偏

り
が
家
族
周
期
上
の
偏
り
と
し
て
出
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
平
均
世
帯
人
数
が
大
正
期
の
二
つ
で
高
く
、
昭
和
期
の
二

つ
で
低
い
こ
と
か
ら
も
推
察
で
き
る
。
教
員
は
勤
続
年
数
が
増
え
る
に
し
た
が
っ
て
昇
給
し
て
い
く
た
め
、
収
入
階
層
は
家
族
周
期

の
位
置
と
関
連
す
る
。
ど
の
調
査
で
も
下
層
に
位
置
づ
け
た
世
帯
は
世
帯
人
数
が
低
く
な
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
若
い
世
帯
主
が
家
族
を
形
成
す
る
時
期
は
、
収
入
も
低
く
、
家
計
に
緊
張
が
あ
る
下
層
で
あ
る
。
こ
の
時
期
を
耐
え
、
昇
給
し

た
上
で
、
多
様
な
世
帯
主
本
収
入
以
外
の
収
入
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
安
定
的
な
家
計
構
造
が
現
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
低

収
入
段
階
で
も
、
世
帯
規
模
が
小
さ
け
れ
ば
耐
え
ら
れ
る
が
、
同
一
収
入
段
階
で
も
世
帯
規
模
が
大
き
く
な
る
と
、
家
計
も
そ
れ
だ

け
苦
し
く
な
る
。
こ
の
視
点
で
、
下
層
と
判
断
さ
れ
た
世
帯
の
規
模
を
、
調
査
別
に
み
て
み
る
と
、
昭
和
七
～
八
年
調
査
は
す
べ
て

二
人
世
帯
、
同
一
二
～
二
二
年
調
査
は
二
・
五
人
、
大
正
一
一
年
調
査
で
は
二
・
八
人
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
大
正
一
五
年
～
昭
和

二
年
調
査
だ
け
が
四
・
五
人
と
多
く
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
大
正
一
五
年
～
昭
和
二
年
調
査
に
お
い
て
、
規
模
が
大
き
い
世
帯
を

捉
え
て
い
る
と
い
う
偏
り
が
あ
り
、
こ
れ
は
図
5
に
あ
る
よ
う
に
全
世
帯
平
均
人
数
で
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
家

計
の
緊
張
が
よ
り
高
い
収
入
段
階
で
示
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
も
し
、
同
調
査
の
対
象
が
世
帯
規
模
が
小
さ
け
れ
ば
、
す
な

わ
ち
、
家
族
周
期
上
の
段
階
が
早
け
れ
ば
、
支
出
構
造
に
み
た
下
層
と
中
層
の
分
岐
点
と
し
て
判
断
さ
れ
る
収
入
段
階
が
低
ま
る
可

能
性
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
大
正
一
五
年
～
昭
和
二
年
で
教
員
中
層
の
割
合
が
低
ま
る
数
値
と
な
る
理
由
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
実
収

支
拡
張
線
を
示
し
た
図
4
で
の
分
析
で
、
大
正
一
一
年
か
ら
大
正
一
五
年
の
間
に
一
〇
〇
円
以
下
の
収
入
階
層
に
安
定
化
（
黒
字

化
）
の
傾
向
を
確
認
し
た
。
教
員
下
層
と
中
層
の
境
界
域
で
生
活
の
安
定
化
が
起
き
て
い
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
、
上
の
世
帯
規
模
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（
1
6
）

の
偏
り
を
修
正
す
る
な
ら
ば
、
大
正
一
五
年
時
点
の
教
員
中
層
割
合
は
前
述
の
数
値
よ
り
も
高
い
は
ず
で
あ
る
。

　
さ
て
、
も
う
一
つ
の
考
察
点
で
あ
る
月
俸
別
の
教
員
分
布
の
変
化
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
前
述
の
推
察
を
採
用
し
大
正
一
五
年
の

教
員
中
層
割
合
が
高
ま
っ
た
と
し
て
、
ま
た
、
実
質
月
俸
の
高
騰
を
考
慮
に
い
れ
た
と
し
て
、
昭
和
七
年
で
の
教
員
中
層
増
加
は
数

値
上
急
激
す
ぎ
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
こ
で
、
月
俸
別
教
員
数
の
分
布
を
み
て
い
る
と
次
の
よ
う
な
変
化
が
み
れ
る
。
図
7
－
1

～
7
1
4
を
み
る
と
、
大
正
期
の
月
俸
別
教
員
数
の
分
布
は
、
平
均
値
前
後
に
ピ
ー
ク
が
あ
り
、
へ
の
字
の
形
を
し
て
い
る
。
一
方
、

昭
和
期
の
分
布
は
、
へ
の
字
の
形
を
保
持
し
な
が
ら
、
〈
九
〇
～
一
〇
〇
円
段
階
〉
が
突
出
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
突
出
は

東
京
府
で
よ
り
顕
著
で
あ
る
。
教
員
中
層
内
に
こ
の
段
階
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
、
教
員
中
層
増
加
の
数
字
上
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
一
二
～
一
三
年
で
は
、
〈
一
〇
〇
～
一
一
〇
円
段
階
〉
も
突
出
す
る
分
布
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
五
年
ま
え
の
〈
九
〇

～
一
〇
〇
円
の
段
階
〉
に
い
た
教
員
が
昇
給
し
た
こ
と
で
形
成
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
月
俸
額
九
〇
円
に
達
す
る
に
は
、

早
く
て
も
一
〇
年
は
か
か
り
、
通
常
は
さ
ら
に
長
い
年
を
要
す
る
。
こ
の
ピ
ー
ク
に
属
す
る
教
員
た
ち
は
、
大
正
期
の
教
員
生
活
が

困
難
な
時
期
に
就
職
し
、
教
員
俸
給
の
改
善
を
経
て
、
物
価
下
落
に
よ
る
実
質
月
俸
上
昇
の
な
か
で
、
教
員
生
活
を
継
続
し
て
き
た

中
堅
・
ベ
テ
ラ
ン
教
員
で
あ
ろ
う
。
大
正
九
年
以
前
、
低
水
準
の
給
与
に
よ
る
教
員
生
活
の
窮
乏
は
、
教
職
か
ら
の
離
職
者
を
増
や

し
た
こ
と
は
教
員
史
研
究
が
伝
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
石
戸
谷
、
一
九
六
七
”
二
八
六
頁
）
。
本
稿
で
見
て
き
た
戦
間
期
、
特
に
大
正

後
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
は
、
教
員
月
俸
の
実
質
的
な
上
昇
期
に
あ
た
り
、
都
市
教
員
が
俸
給
だ
け
を
主
た
る
収
入
源
と
し
て
、
安
定

的
に
生
活
を
営
む
こ
と
の
で
き
る
最
適
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
東
京
と
地
方
の
給
与
水
準
の
格
差
は
歴
然
で
あ
り
、
こ
の
給

与
水
準
の
高
さ
と
上
昇
傾
向
が
職
業
継
続
の
誘
因
と
な
り
、
勤
続
が
昇
給
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
幸
運
な
連
関
が
安
定
的
な
都
市
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
生
活
構
造
を
つ
く
り
出
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
戦
間
期
都
市
教
員
は
、
そ
の
意
味
で
、
す
な
わ
ち
、
俸

給
だ
け
で
生
活
す
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
と
し
て
の
教
員
と
い
う
意
味
で
、
私
た
ち
が
知
っ
て
い
る
現
代
の
教
員
の
源
流
な
の
で
あ
る
。
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図7－1　大正11年男性小学校本科正教員月俸別割合（全国＝東京）
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図7－2　大正15年男性小学校本科正教員月俸別割合（全国＝東京）
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　　図7－3　昭和7年男性小学校本科正教員月俸別割合（全国＝東京）
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お
わ
り
に
1
再
び
小
津
映
画
か
ら
ー

　
最
後
に
残
さ
れ
た
課
題
を
述
べ
、
本
稿
を
締
め
く
く
ろ
う
。
再
び
小
津
映
画
か
ら
そ
の
ヒ
ン
ト
得
よ
う
。
『
出
来
ご
こ
ろ
』
公
開

か
ら
三
年
後
の
昭
和
一
一
年
、
小
津
安
二
郎
監
督
作
品
『
一
人
息
子
』
（
井
上
、
二
〇
〇
三
“
五
八
五
ー
六
〇
四
頁
）
が
公
開
さ
れ
る
。

こ
の
映
画
の
主
人
公
野
々
宮
良
介
も
教
師
で
あ
る
。
大
正
｝
二
年
の
場
面
で
あ
る
。
飯
田
蝶
子
演
じ
る
母
親
野
々
宮
つ
ね
は
、
訪
ね

て
き
た
小
学
校
の
担
任
か
ら
息
子
良
介
の
中
学
進
学
の
話
を
聞
か
さ
れ
る
。
母
一
人
子
一
人
の
家
に
は
到
底
息
子
を
中
学
に
進
学
さ

せ
る
余
裕
は
な
い
。
し
か
し
、
笠
智
衆
が
演
ず
る
担
任
の
大
久
保
先
生
は
、
良
介
が
中
学
進
学
を
す
る
も
の
と
思
い
込
み
、
「
何
し

ろ
こ
れ
か
ら
の
人
間
は
上
の
学
校
を
出
な
き
ゃ
、
は
た
が
相
手
に
し
ま
せ
ん
か
ら
ね
え
…
…
い
や
お
ッ
母
さ
ん
も
よ
く
決
心
が
つ
き

ま
し
た
ね
え
」
と
興
奮
冷
め
や
ら
な
い
。
そ
し
て
、
話
を
自
分
の
こ
と
に
転
じ
「
僕
も
東
京
へ
出
て
も
う
少
し
勉
強
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
ん
で
す
よ
。
何
て
っ
た
っ
て
こ
ん
な
田
舎
に
い
た
ん
じ
ゃ
先
が
し
れ
て
い
ま
す
か
ら
な
あ
」
と
昂
然
と
言
い
放
つ
。

　
地
方
教
員
に
と
っ
て
東
京
と
は
、
勉
学
の
機
会
を
提
供
し
、
上
昇
移
動
の
機
会
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
魅
力
的
な
場
所
で
あ
る
。

本
稿
で
は
給
与
水
準
の
相
対
的
高
さ
を
暗
に
指
摘
し
た
の
み
で
あ
る
が
、
増
大
す
る
都
市
教
員
層
の
担
い
手
は
「
な
ん
ら
か
の
魅

力
」
に
引
き
つ
け
ら
れ
て
、
上
京
す
る
地
方
教
員
で
あ
る
（
竹
村
、
一
九
八
九
）
。
そ
の
教
員
の
教
育
観
を
含
め
内
面
の
理
解
は
ま
っ

た
く
別
の
課
題
で
あ
る
が
、
家
計
構
造
を
土
台
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
上
に
の
っ
て
い
る
教
員
の
内
面
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
相
互

作
用
を
み
る
こ
と
は
、
都
市
教
員
層
の
研
究
に
厚
み
を
加
え
る
も
の
と
な
ろ
う
。

　
昭
和
一
一
年
の
場
面
で
あ
る
。
息
子
良
介
は
中
学
進
学
を
果
た
し
、
さ
ら
に
、
中
学
卒
業
後
、
信
州
か
ら
進
学
の
た
め
に
上
京
し

た
。
二
七
歳
に
な
っ
た
良
介
は
、
東
京
で
夜
学
の
教
師
と
な
っ
て
い
る
。
母
親
は
家
産
を
売
り
払
い
息
子
の
学
費
に
充
て
、
息
子
の

出
世
だ
け
を
生
き
甲
斐
に
一
人
信
州
で
暮
ら
し
て
い
る
。
昭
和
一
一
年
、
母
は
「
出
世
し
た
息
子
」
に
会
い
に
上
京
す
る
。
と
こ
ろ

が
、
息
子
が
し
が
な
い
夜
学
の
教
師
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
知
り
、
ま
た
、
華
や
か
な
都
会
で
な
く
「
隅
田
川
を
こ
え
た
」
砂
町
あ
た
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り
の
空
地
の
な
か
の
借
家
に
住
ん
で
い
る
の
を
知
り
落
胆
す
る
。
ス
ー
ツ
を
身
に
着
け
、
格
好
は
小
綺
麗
で
あ
る
が
、
教
員
と
い
え

ど
も
、
そ
の
内
実
は
つ
つ
ま
し
い
生
活
を
し
て
い
る
。
母
を
「
も
て
な
す
」
た
め
の
資
金
を
、
良
介
は
職
場
の
同
僚
二
人
か
ら
五
円

ず
つ
借
金
を
し
た
り
、
妻
杉
子
は
自
分
の
晴
着
で
二
〇
円
を
工
面
し
た
り
す
る
。
こ
の
二
〇
円
は
、
隣
家
の
子
ど
も
が
ケ
ガ
で
入
院

し
た
際
に
、
お
見
舞
い
と
し
て
消
え
て
し
ま
う
。
病
院
代
に
対
応
で
き
な
い
労
働
者
世
帯
と
「
も
て
な
し
」
の
費
用
を
な
ん
と
か
捻

出
で
き
る
教
員
世
帯
の
差
は
歴
然
で
あ
る
。
教
員
層
の
特
徴
を
労
働
者
階
層
や
新
中
間
層
の
う
ち
の
他
の
職
業
と
の
比
較
で
明
確
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
本
稿
で
扱
っ
た
家
計
調
査
に
は
こ
れ
ら
別
の
職
業
階
層
の
デ
ー
タ
も
含
む
の
で
、
後
日
の
課
題
と
し
た

い
。

　
良
介
が
勤
務
す
る
夜
学
は
小
学
校
で
は
な
い
。
学
生
服
の
生
徒
に
数
学
を
教
え
る
場
面
が
夜
で
あ
る
こ
と
を
除
け
ば
、
中
学
校
と

変
わ
り
な
い
。
夜
学
は
そ
の
制
度
上
は
各
種
学
校
で
あ
り
、
そ
の
教
員
は
小
学
校
教
員
と
中
等
教
員
の
中
間
に
位
置
す
る
も
の
と
推

測
で
き
る
。
良
介
は
高
等
教
育
ま
で
受
け
た
身
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
分
が
夜
学
の
教
師
で
あ
る
こ
と
を
「
僕
は
も
う
小
さ
い
双
六

の
上
り
に
着
い
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
語
っ
て
い
る
。
精
一
杯
頑
張
っ
て
も
、
競
争
の
激
し
い
東
京
で
は
夜
学
の
教
師
が
や
っ
と
の

到
達
点
で
あ
る
と
い
う
諦
念
が
み
ら
れ
る
。
大
久
保
先
生
が
青
雲
の
志
で
上
京
し
、
良
介
が
母
に
無
理
を
さ
せ
て
ま
で
中
学
進
学
し

た
大
正
一
二
年
に
あ
っ
た
「
希
望
・
展
望
」
は
、
昭
和
一
一
年
の
時
点
で
は
ど
こ
に
も
な
い
。
大
久
保
先
生
は
、
落
ち
ぶ
れ
て
、

寒
々
と
し
た
場
末
の
ト
ン
カ
ツ
屋
の
お
や
じ
に
納
ま
っ
て
い
る
。

　
良
介
が
登
場
す
る
最
後
の
場
面
は
、
母
が
信
州
に
帰
っ
た
日
の
夜
、
鏡
台
に
母
の
手
紙
を
見
つ
け
る
シ
ー
ン
で
あ
る
。
「
こ
れ
で
、

孫
に
何
か
か
っ
て
下
さ
い
　
母
」
と
い
う
手
紙
に
二
〇
円
が
添
え
て
あ
る
。
母
の
た
め
に
遣
う
は
ず
が
隣
家
の
入
院
見
舞
い
に
化
け

て
し
ま
っ
た
二
〇
円
が
、
こ
う
し
て
母
か
ら
返
っ
て
き
た
。
本
来
な
ら
饅
別
と
し
て
良
介
が
持
た
せ
る
べ
き
お
金
を
母
か
ら
貰
っ
て

し
ま
っ
た
。
良
介
は
母
の
期
待
に
添
え
て
い
な
い
自
分
を
奮
起
さ
せ
、
「
お
い
、
俺
、
も
う
一
遍
勉
強
す
る
ぞ
」
「
中
等
学
校
の
検
定

で
も
と
っ
て
み
よ
う
」
と
妻
に
話
し
か
け
る
。
こ
の
せ
り
ふ
に
よ
り
、
良
介
が
中
等
教
員
免
許
を
も
っ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
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家
計
調
査
に
お
け
る
教
員
層
に
は
、
中
等
教
員
が
含
ま
れ
て
い
る
。
本
稿
は
都
市
教
員
層
を
小
学
校
教
員
で
あ
る
と
い
う
前
提
で
分

析
を
行
っ
た
。
特
定
家
計
費
目
の
解
釈
に
お
い
て
、
中
等
教
員
世
帯
の
存
在
を
指
摘
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
中
等
教
員
と
都
市
新

中
間
層
の
形
成
・
展
開
過
程
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
課
題
が
残
っ
た
。

（
1
）
　
具
体
的
に
は
中
鉢
（
一
九
七
五
）
お
よ
び
中
川
（
一
九
八
六
）
を
参
照
し
て
い
る
。

（
2
）
大
正
一
一
年
の
家
計
調
査
は
、
東
京
府
社
会
課
（
一
九
二
五
）
『
東
京
市
及
近
接
町
村
中
等
階
級
生
計
費
調
査
』
で
あ
り
、
大
正
一

　
五
年
・
昭
和
二
年
の
家
計
調
査
は
、
内
閣
統
計
局
（
一
九
二
九
）
『
家
計
調
査
報
告
』
で
あ
る
。

（
3
）
　
同
家
計
調
査
に
お
い
て
、
労
働
者
七
・
六
％
、
官
公
吏
八
・
五
％
、
銀
行
会
社
員
八
・
三
％
と
比
べ
る
と
、
教
員
世
帯
の
一
四
・
O

％
が
突
出
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
永
野
（
｝
九
三
九
）
は
教
師
生
活
に
相
当
あ
る
こ
と
は
常
識
と
述
べ
て
お
り
、
品
物
の
贈
答
を
前
提

　
と
し
て
議
論
を
し
て
い
る
。
（
一
四
三
頁
）

（
4
）
　
調
査
対
象
の
中
に
は
、
小
学
校
訓
導
と
中
学
校
教
諭
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
修
養
娯
楽
費
の
出
費
が
高
い
の
は
、
中
学
校

　
教
諭
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
5
）
　
保
健
衛
生
費
一
二
・
三
％
で
雑
費
三
五
・
八
％
の
う
ち
の
六
割
を
占
め
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
収
入
段
階
は
病
人
を
抱

　
え
た
二
人
世
帯
で
あ
り
、
高
い
受
贈
収
入
（
対
実
収
入
比
二
二
・
六
％
）
に
よ
り
、
か
ろ
う
じ
て
家
計
を
保
っ
て
い
る
。
世
帯
主
本
収
入

　
・
教
員
月
俸
は
六
三
円
弱
と
最
下
位
段
階
よ
り
低
い
。
エ
ン
ゲ
ル
係
数
と
住
居
費
割
合
の
低
下
は
保
健
衛
生
費
が
こ
れ
ら
の
費
目
を
圧
迫

　
し
て
い
る
側
面
を
見
逃
さ
な
い
ほ
う
が
よ
い
だ
ろ
う
。
仮
に
保
健
衛
生
費
が
平
均
的
な
支
出
で
あ
る
な
ら
ば
、
受
贈
収
入
の
補
て
ん
が
不

　
要
と
な
り
、
雑
費
割
合
の
低
下
分
が
エ
ン
ゲ
ル
係
数
の
上
昇
と
し
て
取
っ
て
代
わ
ら
れ
、
そ
の
支
出
構
造
は
〈
最
下
位
段
階
七
〇
～
八
○

　
円
〉
に
類
似
す
る
は
ず
で
あ
る
。

（
6
）
　
住
居
費
は
、
〈
八
O
～
九
〇
円
段
階
〉
の
二
二
・
三
％
（
一
九
・
二
六
円
）
か
ら
〈
九
〇
～
｝
O
O
円
段
階
〉
の
一
九
・
六
％
（
一

　
六
・
六
二
円
）
と
低
下
し
て
い
る
が
、
世
帯
人
員
は
増
え
て
い
る
（
一
・
九
七
人
か
ら
二
・
九
三
人
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
額
が
低
下

　
し
て
い
る
。
む
し
ろ
、
〈
八
O
～
九
〇
円
段
階
〉
で
絶
対
額
と
し
て
高
い
住
居
費
が
支
出
さ
れ
て
い
る
と
理
解
し
た
方
が
正
し
い
。
同
様

　
に
全
0
0
～
二
〇
円
段
階
〉
で
二
二
・
七
％
と
住
居
費
が
高
く
な
る
要
因
は
、
八
世
帯
中
二
世
帯
が
三
〇
円
以
上
の
住
居
費
を
支
出

　
し
て
お
り
、
平
均
値
（
二
二
・
九
％
）
を
上
げ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
世
帯
人
数
が
さ
ら
に
増
え
て
い
る
こ
と
の
影
響
が
で
て
い
る
。
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（
7
）
　
本
調
査
世
帯
の
特
徴
で
あ
る
高
い
保
健
衛
生
費
支
出
と
高
い
受
贈
収
入
割
合
に
よ
る
影
響
を
除
去
し
て
、
支
出
構
造
は
、
飲
食
物
費

　
二
四
～
五
％
、
住
居
費
二
一
～
二
二
％
、
光
熱
費
四
～
五
％
、
被
服
費
一
二
％
、
雑
費
三
五
～
六
％
、
収
入
構
造
は
世
帯
主
本
収
入
八
○

％
台
前
半
、
受
贈
収
入
一
〇
％
強
、
他
収
入
若
干
と
推
定
す
る
。

（
8
）
　
四
人
世
帯
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
飲
食
物
費
四
三
二
％
（
主
食
費
一
〇
・
六
％
）
と
エ
ン
ゲ
ル
係
数
が
高
い
。
米
の
消
費
は
平
均
的

　
か
や
や
低
く
、
か
わ
り
に
副
食
費
割
合
が
高
く
、
魚
介
海
藻
類
、
鶏
卵
、
調
味
料
、
肉
類
な
ど
の
消
費
が
多
い
、
他
と
は
異
な
る
食
生
活

　
を
推
測
さ
せ
る
。
被
服
費
が
六
・
二
％
と
か
な
り
低
い
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。

（
9
）
　
こ
の
安
定
化
傾
向
は
、
調
査
対
象
世
帯
の
偏
り
に
よ
る
も
の
と
推
定
す
る
。
同
一
水
準
の
収
入
を
得
て
い
て
も
、
病
人
の
存
在
の
よ

　
う
に
家
計
緊
張
要
因
を
有
す
る
世
帯
が
多
い
こ
と
に
よ
り
当
該
収
入
段
階
の
実
収
支
が
赤
字
化
す
る
。
本
文
で
も
述
べ
た
が
、
昭
和
七

　
～
八
年
で
は
病
人
の
存
在
が
多
く
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
大
正
二
年
の
〈
最
下
位
収
入
段
階
六
〇
～
八
○
円
〉
が
赤
字
に
傾
い
て
い
る

　
の
は
、
保
健
衛
生
費
の
高
支
出
（
一
七
・
八
％
）
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
当
該
収
入
段
階
に
中
学
校
教
員
が
含
ま
れ
る
場
合
、

　
家
計
構
造
に
偏
り
が
生
ず
る
。
中
学
校
教
員
の
給
与
水
準
は
小
学
校
教
員
と
比
べ
二
倍
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
山
田
、
二
〇
〇

　
二
”
七
七
～
八
O
頁
）
。
仮
に
同
水
準
の
給
与
を
得
て
い
て
も
、
中
学
校
教
員
の
方
が
若
く
し
て
そ
の
水
準
に
達
し
て
お
り
、
家
族
周
期

　
上
の
位
置
が
小
学
校
教
員
と
中
学
校
教
員
で
異
な
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
高
い
収
入
段
階
に
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
世
帯
規
模
が
小
さ

　
い
と
い
う
デ
ー
タ
は
中
学
校
教
員
世
帯
の
存
在
を
推
測
さ
せ
る
。
世
帯
人
数
が
低
け
れ
ば
、
家
族
に
関
わ
る
支
出
（
食
費
、
育
児
費
、
教

　
育
費
な
ど
）
が
押
さ
え
ら
れ
、
そ
の
分
家
計
に
余
裕
が
生
ず
る
。

（
1
0
）
　
「
小
学
校
教
員
家
計
調
査
」
。
権
田
保
之
助
「
東
京
市
に
お
け
る
少
額
俸
給
生
活
者
家
計
の
一
模
型
」
、
同
「
労
働
者
及
び
少
額
俸
給

　
生
活
者
の
家
計
状
態
比
較
」
中
鉢
（
一
九
七
一
）
所
収
。

（
H
）
　
大
正
二
年
調
査
は
竹
村
（
一
九
九
〇
、
五
一
頁
）
の
図
3
1
2
、
大
正
一
五
・
昭
和
二
年
調
査
は
竹
村
（
］
九
九
二
、
四
〇
頁
）

　
の
図
3
1
1
を
参
照
。
昭
和
七
～
八
年
は
本
稿
の
図
2
、
昭
和
二
一
～
二
二
年
調
査
は
本
稿
の
図
3
を
参
照
。

（
1
2
）
大
正
一
二
年
の
関
東
大
震
災
の
前
後
で
、
東
京
の
住
宅
事
情
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
想
起
し
て
お
き
た
い
。
震
災
を
契
機
に
人
口

　
も
郊
外
へ
と
移
動
し
、
そ
こ
で
新
し
い
都
市
生
活
が
展
開
し
て
い
る
。

（
1
3
）
　
大
正
一
五
年
と
昭
和
二
一
年
で
は
、
魚
介
類
は
］
丁
七
五
％
か
ら
三
・
三
六
％
、
肉
類
は
○
・
九
三
％
か
ら
一
・
六
八
％
、
調
味
料

　
が
二
・
五
四
％
か
ら
三
・
〇
四
％
と
伸
び
て
い
る
。
他
の
副
菜
も
全
般
的
に
消
費
を
伸
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
集
積
は
食
生
活
の
変
化
を
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示
し
て
い
る
。

（
1
4
）
　
こ
こ
で
は
、
教
員
の
月
俸
別
デ
ー
タ
が
一
四
五
円
を
境
に
区
切
ら
れ
て
い
る
の
で
、
↓
四
五
円
以
上
俸
給
を
得
て
い
る
男
性
小
学
校

本
科
正
教
員
で
計
算
し
て
い
る
。

（
1
5
）
　
竹
村
（
一
九
九
二
）
に
よ
れ
ば
、
下
層
の
上
限
が
九
一
・
八
％
で
あ
り
、
中
層
が
下
限
が
八
二
・
O
％
で
あ
る
の
で
、
八
五
％
と
し

　
た
。

（
1
6
）
　
仮
に
分
岐
点
を
九
〇
円
と
す
る
と
、
全
国
で
一
六
・
一
％
、
二
〇
・
八
％
、
二
七
・
九
％
、
二
八
・
二
％
、
東
京
で
は
三
五
・
三
％
、

　
三
七
・
三
％
、
五
七
・
】
％
、
五
四
・
四
％
と
い
う
数
値
と
な
り
、
断
絶
的
変
化
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、
急
速
な
成
長
と
い
う
様
相
を

呈
す
る
。

文
献

石
戸
谷
哲
夫
（
一
九
六
七
）
『
日
本
教
員
史
研
究
』
講
談
社
。

井
上
和
夫
編
（
二
〇
〇
三
）
『
小
津
安
二
郎
全
集
（
上
）
』
新
書
館
。

竹
村
英
樹
（
一
九
八
九
）
「
戦
間
期
地
方
教
員
の
都
市
流
入
」
『
慶
慮
義
塾
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
紀
要
』
第
二
九
号
。

竹
村
英
樹
（
一
九
九
〇
）
「
大
正
期
都
市
教
員
層
の
生
活
構
造
」
『
慶
慮
義
塾
大
学
教
職
課
程
セ
ン
タ
ー
年
報
』
第
四
号
、
慶
鷹
義
塾
大
学
教

　
職
課
程
セ
ン
タ
ー
。

竹
村
英
樹
（
｝
九
九
二
）
「
大
正
末
・
昭
和
初
期
に
お
け
る
都
市
教
員
層
の
生
活
構
造
ー
内
閣
統
計
局
『
家
計
調
査
』
（
一
九
二
六
～
二
七

　
年
）
の
家
計
構
造
分
析
を
中
心
に
ー
」
『
慶
鷹
義
塾
大
学
教
職
課
程
セ
ン
タ
ー
年
報
』
第
五
号
、
慶
鷹
義
塾
大
学
教
職
課
程
セ
ン
タ
ー
。

中
鉢
正
美
編
・
解
説
（
一
九
七
一
）
『
家
計
調
査
と
生
活
研
究
』
光
生
館
。

中
鉢
正
美
（
一
九
七
五
）
『
現
代
日
本
の
生
活
体
系
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
。

中
川
清
（
一
九
八
六
）
『
日
本
の
都
市
下
層
』
勤
草
書
房
。

永
野
順
造
（
一
九
三
九
）
『
国
民
生
活
の
分
析
』
時
潮
社
。

山
田
浩
之
（
二
〇
〇
二
）
『
教
師
の
歴
史
社
会
学
”
戦
前
に
お
け
る
中
等
教
員
の
階
層
構
造
』
晃
洋
書
房
。

付
記
”
本
稿
は
平
成
一
五
年
度
慶
慮
義
塾
学
事
振
興
資
金
に
よ
る
研
究
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

340


